
２０１４年３月７日 

五輪前後に(事前：２万人＋ 事後：１０００人)アンケート 

「ソチ五輪の選手に関する調査」 

(五輪後) 

産業能率大学スポーツマネジメント研究所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 選手(敬称略) 

項目 １位 ２位 ３位 

ＭＶＰ 羽生結弦 葛西紀明 浅田真央 

ＭＩＰ 浅田真央 葛西紀明 羽生結弦 

ブレイク度 平野歩夢 平岡卓 渡部暁斗 

(観戦率) 浅田真央 羽生結弦 葛西紀明 

 

 

 

 

 

 

 

最優秀選手(ＭＶＰ)に羽生選手 

最も印象に残った選手(ＭＩＰ)は浅田選手 

ブレイク度Ｎｏ.１は平野選手 

この調査に関するお問い合わせ先（学）産業能率大学 企画広報部企画広報課 

〒158-8630 東京都世田谷区等々力 6-39-15 電話：03-3704-9040、ﾌｧｸｽ：03-3704-9404 



産業能率大学スポーツマネジメント研究所は、ソチ五輪閉幕後に、日本代表全選手のうち、名

前を知っている選手や、視聴した選手に関する評価などを尋ねる調査を実施しました。 

 

本学では五輪前にも日本代表全選手の認知や期待などを尋ねる調査を実施・発表しており、五

輪前後の調査結果を比較分析しました。五輪前調査は１月２８日から２月３日までの７日間で２

万人を対象に実施し、五輪後調査はこの２万人を追跡する形で１千人を対象に２月２５日に実施

しました。いずれもインターネット調査会社を通じて実施しております。 

 

 

▼分析フレーム  

ＭＶＰ 観戦率 ＭＩＰ 

ブレイク度 

「どのくらい視聴したいか」 

５： 放送時間をチェックして 

   必ず視聴したい 

３： 都合のいい時間帯なら 

   視聴してみたい 

１： 活躍している場面だったら

視聴するかもしれない 

０： 視聴したいとは思わない 

「知っている」 

※選手のみ 

A.認知 

五輪前調査（2 万人） 

B.注目 

「最優秀」 「最も印象に残った」 

五輪後調査（1 千人＝追跡）

「見た結果の評価」

５： かなり満足 

３： やや満足 

１： やや不満 

０： かなり不満 

「知っている」 

※選手のみ 

「中継を視聴した」 

Ｆ.最優秀 Ｆ.印象 Ｅ.満足 Ｄ.視聴 Ｃ.認知

調査概要 

調査方法 ： インターネット調査 

調査期間 ： ①事前調査 １月２８日～２月３日 計７日間 

②事後調査 ２月２５日 

調査対象 ： ①２０から６０代までの各１０年代で、男女各２千名 合計２００００人 

         ②２０代から６０代までの各１０年代で、男女各１００名 合計１０００人 

各項目について ： 

Ｍ Ｖ Ｐ  ＝ 視聴した選手について、「最優秀選手」として回答された比率を算出。 

五輪後調査だけで算出。(ＭＶＰ＝ Most Valuable Player) 

Ｍ Ｉ Ｐ   ＝ 視聴した選手について、「最も印象に残った選手」として回答された比率を算

出。五輪後調査だけで算出。(ＭＩＰ＝ Most Impressive Player) 

ブレイク度  ＝ 五輪前の注目度と、五輪後の満足の大きさの“ポイント差”を算出。 

観 戦 率  ＝ ソチ五輪の競技中継(録画放送やダイジェストを含む)を視聴した比率。五輪

後調査だけで算出。 
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【ＭＶＰ】 

１位 羽生 結弦選手 (フィギュア) 

 

２位 葛西 紀明選手 (ジャンプ) 

 

３位 浅田 真央選手 (フィギュア) 

 

視聴した選手について、ソチ五輪での“ＭＶＰ”

を尋ねた結果、金メダルを獲得した羽生選手が突出

した数字で 1 位に選ばれました。冬季五輪日本“最

年長”メダリストの葛西選手が２位となりました。

【ＭＩＰ】 

１位 浅田 真央選手 (フィギュア) 

 

２位 葛西 紀明選手 (ジャンプ) 

 

３位 羽生 結弦選手 (フィギュア) 

 

視聴した選手について、ソチ五輪で最も印象に残

った選手を尋ねた結果、フリーでトリプルアクセル

を決め多くの人の心を動かした浅田選手がメダリス

トたちを抑え、1 位に輝きました。 

【ＭＶＰ(Most Valuable Player)：トップ１０】 

順位 名前（敬称略） ％ 

1 羽生 結弦（フィギュア） 40.1 

2 葛西 紀明（ジャンプ） 17.0 

3 浅田 真央（フィギュア） 8.3 

4 平野 歩夢 (スノーボード)  2.8 

5 竹内 智香 (スノーボード)  1.3 

6 上村 愛子 (フリースタイル)  0.7 

7 髙橋 大輔（フィギュア） 0.6 

8 小笠原 歩（カーリング） 0.5 

9 吉田 知那美 （カーリング） 0.3 

竹内 択 (ジャンプ)  

渡部 暁斗 (ノルディック複合) 

10 

 

 平岡 卓 (スノーボード)  

0.2 

 

 

※視聴した選手について、「最優秀選手」と回答された比率

を算出。五輪後調査だけで算出。 

 

 

【ＭＩＰ(Most Impressive Player)：トップ１０】 

順位 名前（敬称略） ％ 

1 浅田 真央（フィギュア） 33.2 

2 葛西 紀明（ジャンプ） 16.8 

3 羽生 結弦（フィギュア） 11.0 

4 平野 歩夢 (スノーボード)  3.1 

5 竹内 智香 (スノーボード)  2.0 

6 上村 愛子 (フリースタイル)  1.9 

7 小笠原 歩（カーリング） 0.8 

8 髙梨 沙羅（ジャンプ） 0.7 

9 村上 佳菜子（フィギュア)  0.6 

竹内 択 (ジャンプ)  

渡部 暁斗 (ノルディック複合) 

町田 樹（フィギュア) 

10 

 

 

 髙橋 大輔（フィギュア） 

0.4 

 

 

 

※視聴した選手について、「最も印象に残っている選手」

と回答された比率を算出。五輪後調査だけで算出。 
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【ブレイク度】 

 １位 平野 歩夢選手 (スノーボード) 

 

２位 平岡 卓選手 (スノーボード) 

 

３位 渡部 暁斗選手 (ノルディック複合) 

 

五輪前調査における注目度と、五輪後調査の満足

の差で“ブレイク度”を算出。1 位には雪上競技日

本最年少メダリストの平野選手、２位には平岡選手

と、スノーボードの２選手がランクイン。３位は、

ノルディック複合に２０年ぶりのメダルをもたらし

た渡部選手となりました。 

【観戦率】 

１位 浅田 真央選手 (フィギュア) 

 

 ２位 羽生 結弦選手 (フィギュア) 

 

３位 葛西 紀明選手 (ジャンプ) 

 

ソチ五輪で最も多くの人が観戦したのは浅田選手

で、およそ７割が浅田選手の演技を「視聴した」と

回答しています。次いで、金メダリストの羽生選手、

３位には銀メダリストの葛西選手でした。 

【ブレイク度：トップ２０】 

順位 名前（敬称略） ポイント差

1 平野 歩夢 (スノーボード) +1817

2 平岡 卓 (スノーボード)  +1705

3 渡部 暁斗 (ノルディック複合)  +1186

4 羽生 結弦（フィギュア） +1053

5 竹内 智香 (スノーボード)  +1037

6 清水 礼留飛 (ジャンプ) +1000

7 葛西 紀明（ジャンプ） +980 

8 竹内 択 (ジャンプ) +812 

9 伊東 大貴 (ジャンプ) +442 

10 小野塚 彩那（フリースタイル） +355 

11 船山 弓枝（カーリング） +303 

12 小笠原 歩（カーリング） +292 

13 吉田 知那美 （カーリング） +286 

14 苫米地 美智子（カーリング） +283 

15 上村 愛子 (フリースタイル) +282 

16 小野寺 佳歩（カーリング） +204 

17 角野 友基 (スノーボード) +198 

18 渡部 善斗 (ノルディック複合) +191 

19 加藤 大平  (ノルディック複合) +145 

20 永井 秀昭  (ノルディック複合) +124 

※五輪前の注目度と、五輪後の満足の大きさのポイント差

を算出。 

 

【観戦率：トップ２０】 

順位 名前（敬称略） ％ 

1 浅田 真央（フィギュア） 69.7 

2 羽生 結弦（フィギュア） 67.9 

3 葛西 紀明（ジャンプ） 58.7 

4 髙橋 大輔（フィギュア）  53.2 

5 鈴木 明子（フィギュア） 47.9 

6 村上 佳菜子（フィギュア)  45.8 

7 平野 歩夢 (スノーボード) 45.4 

8 髙梨 沙羅（ジャンプ） 44.0 

9 町田 樹 （フィギュア） 42.5 

10 平岡 卓 (スノーボード) 41.1 

11 上村 愛子 (フリースタイル) 39.9 

12 渡部 暁斗 (ノルディック複合) 36.1 

13 伊東 大貴 (ジャンプ)  30.3 

14 清水 礼留飛 (ジャンプ) 30.1 

15 小笠原 歩（カーリング）  27.1 

竹内 択 (ジャンプ) 16 

 長島 圭一郎（スピードスケート） 

25.0 

 

18 竹内 智香 (スノーボード) 24.9 

19 加藤 条治（スピードスケート） 22.7 

20 小野寺 佳歩（カーリング） 16.6 

※ソチ五輪の競技中継(録画放送やダイジェストを含む)を

視聴した比率。 
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<ご参考：海外選手> 

【印象度(海外選手)】 

１位 キム・ヨナ選手  (韓国/フィギュア) 
 

２位 エフゲニー・プルシェンコ選手 (ロシア/フィギュア)

 

３位 ユリア・リプニツカヤ選手 (ロシア/フィギュア)

 

事前調査で最も“注目”されていた韓国のキム・

ヨナ選手が印象度でも１位に。次いで、団体で金メ

ダルを獲得したロシアのエフゲニー・プルシェンコ

選手、３位には同じくロシアのユリア・リプニツカ

ヤ選手が選ばれました。 

【ブレイク度(海外選手)】 

１位 ユリア・リプニツカヤ選手 (ロシア/フィギュア)

 

２位 エフゲニー・プルシェンコ選手 (ロシア/フィギュア)

 

３位 ショーン・ホワイト選手(アメリカ/スノーボード)

 

“ブレイク度”で１位となったのは、柔軟性のあ

るキャンドルスピンが印象的だったロシアのユリ

ア・リプニツカヤ選手。またスノーボード界のスー

パースター、ショーン・ホワイト選手も同競技のブ

レイクにより一般層への認知を広げました。 

【印象度(海外選手)：トップ１０】 

順位 名前（敬称略） ％ 

1 

 

キム・ヨナ 

(韓国/フィギュア) 

48.7

 

2 

 

エフゲニー・プルシェンコ 

(ロシア/フィギュア) 

25.6

 

3 

 

ユリア・リプニツカヤ 

(ロシア/フィギュア) 

24.4

 

4 

 

ショーン・ホワイト 

(アメリカ/スノーボード) 

15.7 

 

5 

 

パトリック・チャン 

(カナダ/フィギュア) 

12.2 

 

6 

 

アデリナ・ソトニコワ 

(ロシア/フィギュア) 

11.9 

 

7 

 

カロリーナ・コストナー 

(イタリア/フィギュア) 

10.9 

 

8 

 

パトリツィア・クンマー 

(スイス/スノーボード) 

2.6 

 

デニス・テン 

(カザフスタン/フィギュア) 

9 

 

 

 

ビクトル・アン 

(ロシア/スピードスケート) 

1.6 

 

 

 

※ソチ五輪に出場した海外選手の中で、「印象に残ってい

る海外選手」として自由記述で挙げられた比率。複数回答

可。(事後 n=312) 

【ブレイク度(海外選手)：トップ１０】 

順位 名前（敬称略） ％ 

1 

 

ユリア・リプニツカヤ 

(ロシア/フィギュア) 

+19,7

 

2 

 

エフゲニー・プルシェンコ 

(ロシア/フィギュア) 

+13.6

 

3 

 

ショーン・ホワイト 

(アメリカ/スノーボード) 

+11.6

 

4 

 

アデリナ・ソトニコワ 

(ロシア/フィギュア) 

+10.4

 

5 

 

カロリーナ・コストナー 

(イタリア/フィギュア) 

+9.2 

 

6 

 

パトリツィア・クンマー 

(スイス/スノーボード) 

+2.6 

 

7 

 

ビクトル・アン 

(ロシア/スピードスケート) 

+1.6 

 

8 

 

デニス・テン 

(カザフスタン/フィギュア) 

+1.3 

 

9 

 

カミル・ストッフ 

(ポーランド/ジャンプ) 

+0.9 

 

ビック・ワイルド 

(ロシア/スノーボード) 

10 

 

 

 

ユーリ・ポドラドチコフ 

(スイス/スノーボード) 

+0.6 

 

 

 

※自由記述で回答された事前調査の「注目している海外選手」(n=2266)

と、事後調査の「印象に残っている海外選手」(n=312)の比率差。 
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